
「舞子高校の先生に震災当時の記憶をインタビュー」 

 

 

 

 震災メモリアルアクション KOBEの活動に参加している有志の生徒が、本校

職員に阪神・淡路大震災の体験についてインタビューをしました。震災を直接

経験していない人たちにぜひ読んでいただきたいです。 
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私たちは「災害メモリアルアクション KOBE舞子高校チームインタビュー班」です！ 

これは、「災害メモリアルアクション KOBE」に参加している環境防災科の生徒が、 

阪神・淡路大震災を経験された先生方に被災体験インタビューを行い、まとめたもの

です。また、2025年で震災から 30年が経過し、震災を経験していない先生が増えて

います。震災を経験していない先生には、ご自身が学生時代に学ばれたり、震災のお

話を聞いたりして対策したことや、意識の変化について、お聞きしました。この冊子

を読んで、私たちの世代や、これから活躍していく若者が震災について知り、近い将

来、発生するといわれている南海トラフ巨大地震に備えるきっかけにしていただきた

いです。また、この冊子は読み手に温かい印象を持ってもらえるように手書きで作成

したので、その部分もご注目ください。 

 

災害メモリアルアクション KOBEとは 

 阪神・淡路大震災のつらい経験を二度と繰り返したくないという思いから、学んだ

ことを次に活かすことができる形でつないでいこうという取り組みです。 

詳しくはこちら↓ 

https://www.dri.ne.jp/wp/wp-content/uploads/memorial_concept.pdf 
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